IR A RBR I 0D ST

(HHl6 FEFEMMEERT 39,913 (30,643) BRHM]

[~ <SHROKA> ;> )
mEOIRHCEENNT L. REREEIEOPRALFzR T, BRAKEBCLINABPEITRS, MHHETREES ORI ZHET SURAGRIR
BIEZEHELET
<ERBE>
O BEFEFR (BELE-INARKR) OMAZROE _E
\ O ZRRERVEHIBESOZIE 1 s AMAICEMUZEIE (B : 100%) J

<EBEXOHRE>
1. REESIRAFRRE-S5HMHIESOEERE

O BEZENAFRRPEEGIES

RIZATCOVT, BEENISASRRB D1/ 22BN GIBLET. BREIICIE,
FERESZITOTCVSEEE (BAEAN) ZXRIC,

@ BFEESINARRSOMIEEIEMERZ (TS

BUZARIOVT. RREDVBRHIULTIRUED 3 BT IREZE
WeBELET.

2. EXREERARRCEIFHERTIMASZE

O BEEENARRBRSHHEQIES

IARRFEZEOXREE A THIEERRALFHESESR (REES
&) [CHU MARRBIECETIEHORITICHLEREHE (AFE. Ik
8. JATLEEE. FHEFTES) 01/2BRZEIFGIELET.

@ URAGRBRIIASZIRERR
EEESEOEFETLXOGN. JA BERE. EAGRREOREFHK
EINERAS (EHEMRRERS) ZEEUCEDED. IRARROE K&
BN UAS S > F S MABRROYR— MNEBIEZE/LUE T,

2,955 (2,805) BHH

<ERAA=-I>

(IR ARBR I E DL HEHDEIE]
36,959 (27,838) &AM INARBRFIE (E, mBEOHCESHN T BAKEICLDIRARA TR, il
BIR T REESDIINARBD ZHIES SLHEH T,

Q@ RISHABOURANEREINAD O & (FHEREER) ZTFRIDUZEC, FED

RAD 9 B (STHAZR) (OVT, [EHETORIRSIN (RIRE) JETHNETE
BERVMEIIS T (FHIHHIESR) JOESETHIEELEY.

XN (90%7% LPREVTIEIR)

‘ EHEUNA |

32
<HR0iFwh> AR - BT S - AT IRBRA
=y LEREHLFES IR s (1. 200FR) BFSFIOTAM
HES — HSIEARE, RIRERID
= %B s }_._ L|E_ EEELERBUGRTE
MAZIESLE (T58) T B [ (2eos)
hho¥ =

100%
BTEERS
90% (R + BTTHROBERE
RIARCHIR D Eotw) e
BOBRS
s e 80% (RRAROBEREL)
RIS THIR
(RI2) 3
[ S 641 BNSMRRA
RIHETTRI( S 1% RIS
BABADNT. (D555
B A RNEHBI 91 TEED
IO 59, BARIETHS 9 HOWH
IRA £
ERERRIRT LN TIRE,
GE) 5ENFOBERERENSIEOEA 57

[(BEVEDER] RERBRRER (03-6744-7147)



KHEMDIRA B D EEBFIRFE (FIIRRK) [SFHI6EE S EMEEREE 515(528) (EAFIELE)]

RFERUHEHFEECEBULE—I7RY N THD KRR ORZEINA BARORINCL 58RI DI DIRIREVHIE
TY, BERABDOXK, 2. AEFOIAFEDIRFTINAOEST (BFEEINAZR) H FRENINAZEZ FELHFA(IC. ZOERAD 9
2 TALE T,

(1) XfIARE (3) T3 UREDHLHEA
RERRE, KEER, BEHRARE ACTAE =(REMNIAE —LFEEIAL) 0.9
(WThIREEHEHY FEA)
O WTADERIZ. REELENMIXIDEIETEELEYS,
X EEEEOBEHL. 2 B4 (DEGOEUOEROTEEYD L FRSEE O Ot HMTAZRITHITIE RERENLODEIEDWENBRELGYFYS,
@%ﬁﬁ?i%*u L. rgiﬁﬂé«%;f)um BU Hﬂ%?:jg[-}-é%iﬂﬂﬁﬁo)% O #TARDEIEDIREEIT. BEENEVBSN D=0, BNFHETELRBYEEA.
B IZ2L0W Tk, TEHAREEICITHOND EHIHTH2EDELET,
N\ J N .
- MEOILA R R & (5450 mnesugms*ﬁﬁﬁﬁﬁﬁ}gﬁﬁm J [ FREEEERA ]
==
(2) HRREY (@B | o
N\ ~ BRI A
3 g (3] i
k. E. KT, TAR. TAREBRERLL & i) x | Ko osiEAI
ARG - )
ssmEnn| | x| FosmmE i
[10a 2=\ A AU AZBE(£] mrseo | |FHOAR | 0 A e
EASHFDRAEDSL., ZEFLEREFERVNSNEDFHIRAZET, & E - Vg I — HEFEIRAS
SEMBTEICHELTWEY  REEDIRAZEIL, RTHNIL, B0 ERTE A
HIADIE . WED L EAI3HIRT R, I OERINERLTHEELE ] NM
7. \_ - . J
(102 /=Y HEFERAZELIT]
UEEDINABRELT, & BT, WSS LHELTOET, segomAgE. k | (4) RARKRE OFR
THNIL, BEEQMBOERRIERRDSE . ME O B LI 3884ET 14 B STl
<. HEEDMEOEHERERCCHHLETS O EBREEFR. RARERMN TS ORKRDEL LM ZEERLTHA
B ENTEET.

58




	スライド 0: 米をめぐる関係資料
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: ① 我が国における米の状況
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 米の用途別・年産別面積の推移
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: 家庭における１世帯当たりの支出金額の推移
	スライド 12: 米の消費における家庭内及び中食・外食の占める割合
	スライド 13
	スライド 14: 米の消費動向
	スライド 15: 米の消費動向 ③（精米購入経路別の購入単価、家庭内の月末在庫数量）
	スライド 16: 主食用米の販売動向（米穀卸売業界調査）
	スライド 17: （参考） 茶わん１杯のお米の値段
	スライド 18: 販売目的で作付けした水稲の作付面積規模別農業経営体数（平成23年～令和４年）
	スライド 19: 米の作付規模別60kg当たり生産費（令和３年産）
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22: 日本における穀物等の備蓄（備蓄水準とその考え方）
	スライド 23: 日本における穀物等の備蓄（効果的・効率的な備蓄の考え方、備蓄の負担）
	スライド 24: 政府備蓄米の無償交付（子ども食堂等、子ども宅食への支援）【令和４年度】
	スライド 25: 東日本大震災を踏まえての災害時に対応した備蓄
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: ② 食料・農業・農村基本計画
	スライド 29: 食料・農業・農村基本計画：本文（米・水田農業関係抜粋）
	スライド 30: 食料・農業・農村基本計画：令和12年度における食料消費の見通し及び生産努力目標（米部分抜粋）
	スライド 31: ③ 需要に応じた生産の推進に向けた施策等
	スライド 32: 令和５年産水田活用予算の全体像
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37:  水田活用の直接支払交付金の交付対象水田の見直しについて 
	スライド 38: 水田活用の直接支払交付金の交付対象水田について
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42: 種子の増産スケジュール（米粉用米の専用品種）
	スライド 43: 令和５年産以降の米粉用米への支援について
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48: 飼料用米の申請項目の変更について
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56: 主食用米の需給安定の考え方について
	スライド 57
	スライド 58: 米・畑作物の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）　　　 【令和６年度予算概算要求額
	スライド 59: ナラシ対策：令和４年産米の10a当たりの当年産収入額及び補てん額（試算）
	スライド 60: ナラシ対策：各年産の加入状況等
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64: 米穀周年供給・需要拡大支援事業におけるこれまでの主な取組事例
	スライド 65
	スライド 66: 全国的な推進組織について
	スライド 67: 需要に応じた販売について（低価格帯の需要への生産・販売の拡大）
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70: 中食・外食向けの需要に応じた生産・販売事例
	スライド 71: 「米と健康」に着目した情報発信について
	スライド 72
	スライド 73: YouTubeを活用した米の消費拡大の情報発信について
	スライド 74: 米の消費拡大運動の連携について（政府広報、JAグループ、JA全農）
	スライド 75: 新たな視点（エシカル消費）に着目した米の消費拡大の取組について
	スライド 76: 産地と中食・外食事業者等の米マッチングフェア
	スライド 77
	スライド 78
	スライド 79
	スライド 80
	スライド 81
	スライド 82: （参考）スマート農業実証プロジェクト
	スライド 83
	スライド 84
	スライド 85: スマート・オコメ・チェーンコンソーシアムについて
	スライド 86
	スライド 87: スマート・オコメ・チェーンコンソーシアム会員一覧
	スライド 88: 米（玄米・精米）の物流合理化について
	スライド 89: ④ 新規需要米等の取組状況
	スライド 90: 多収品種について
	スライド 91
	スライド 92: 令和４年産飼料用米の出荷方式、品種別面積
	スライド 93: 飼料用米の供給状況
	スライド 94: 配合飼料メーカーの立地状況と飼料用米の集荷・流通体制
	スライド 95: （参考）飼料用米の流通経費について（全国生産者団体による集荷･流通の場合）
	スライド 96: 米粉用米の状況
	スライド 97: 米粉によるグルテンフリー食品市場の取り込みに向けて
	スライド 98
	スライド 99
	スライド 100
	スライド 101
	スライド 102: ⑤ コメの輸出・輸入
	スライド 103: コメ・コメ加工品の輸出をめぐる状況
	スライド 104
	スライド 105: パックご飯・米菓・日本酒の輸出実績の推移
	スライド 106: 農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略（2022年12月改訂）について
	スライド 107
	スライド 108: 農林水産物及び食品の輸出の促進に関する法律等の一部を改正する法律
	スライド 109: 全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会（全米輸）の概要
	スライド 110
	スライド 111: コメ海外市場拡大戦略プロジェクトについて
	スライド 112
	スライド 113
	スライド 114
	スライド 115: 中国向けコメ輸出の状況
	スライド 116
	スライド 117
	スライド 118: 日米の水稲栽培法の主な違い
	スライド 119
	スライド 120: コメの輸入制度
	スライド 121: ＭＡ米の運用に関する政府の方針・見解
	スライド 122: 国家貿易によるコメの輸入の仕組み
	スライド 123
	スライド 124
	スライド 125: コメの国家貿易（ＭＡ米等）の運用に伴う財政負担
	スライド 126
	スライド 127: 総合的なTPP等関連政策大綱 [米関係抜粋]①
	スライド 128: 総合的なTPP等関連政策大綱 [米関係抜粋]②
	スライド 129
	スライド 130
	スライド 131
	スライド 132: 日Ｅ Ｕ ・Ｅ Ｐ Ａ 交渉結果（ コメ）
	スライド 133: 日米貿易協定交渉結果（コメ）
	スライド 134: 世界のコメ需給の現状（主要生産国、輸出国等）
	スライド 135: コメ輸出国の動向



